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田代富夫

October 2023

　８月 11 日、ホテル東日本宇都宮に

おいて、田代富夫会長の藍
らんじゅほうしょう

綬褒章受

章記念祝賀会が盛大に開かれた。

　藍綬褒章とは「公衆の利益を興し

成績著明なる者又は公同の事務に尽

力した者に授与される」とされ、褒

章の章身は「褒章」の 2文字を桜の

花で飾った円形の簡素なデザインの銀製メダルとなって

いる。国が功労を表彰することとは、田代会長のこれま

での活動を、国が高く評価したことにほかならず、同じ

柔道整復師としてこれほど誇りに思うことはない。

　祝賀会が始まると、スポットライトを浴びた田代ご夫

妻が拍手に包まれ壇上へと歩みを進めた。

　発起人代表の当会顧

問、小林幹夫氏が「田

代会長のもと、栃柔整

師会の『柔道整復師の

未来のための活動』に

期待している」とあい

さつされた。

　来賓には福田富一県知事をはじめ、国会議員の五十嵐

清氏、上野通子氏、高橋克法氏、そして県議会から佐藤

良氏、関谷暢之氏、木村好文氏、螺良昭人氏、横松盛人

氏、金子武蔵氏を招き、祝辞をいただいたが、口々に田

代会長の紳士的な人柄と真摯な態度を褒めたたえる言葉

が聞かれた。

　さらに、県医師会の稲野秀孝会長と続き、元日本医師

会副会長の宝住与一先生からのユーモラスな祝辞には、

会場の緊張も和らいだ。

　最後に長尾淳彦日整会長が、田代会長の日整理事とし

ての活躍に期待し祝辞とした。

　記念品贈呈では、栃柔整師会から「桜の陶芸家」とし

て有名な島田恭子さんの桜の文様が美しい益子焼の丸皿

が、そして協同組合からはワイシャツのオーダーメイド

券が贈られた。

　田代会長は、これまでかかわってきた方々への感謝と

ともに、「家族への感謝を忘れず、これからも技術の探

求と、業としての柔道整復師のすばらしさを伝え続けて

いく」と謝辞を述べた。

　鏡開きでは、田代会長を囲むように、小林幹夫氏、福

嶋稔福島整形外科病院長、片岡祥二前会長、古内久雄当

会相談役、（一財）日本福祉財団副理事長小野田順亮氏

が登壇し、会場の掛け声とともに木槌が振り下ろされた。

祝いのムードも高潮を迎え、福嶋先生の音頭により開運

の樽酒で乾杯した。

　祝宴では、4人の女性奏者、カルテットフォンティー

ヌによる弦楽四重奏が料理に華を添えた。中締めでは田

代会長のご友人、三森文徳氏からの学生時代のエピソー

ドを交えた話が会場を和ませてくれた。

　お開きには、恐縮にも田代会長ご夫妻に見送られ家路

についたが、この藍綬褒章受章をきっかけに、今後の業

界に涼風が吹いてくれること、それを呼び込む努力を惜

しまず研鑽を積んでいきたい。

� 広報部　丸山佳洋
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第91回学術講演会・第33回支部代表者研究論文発表会が開催されます

第３発表『足関節捻挫後の経時的変化とその予防のための関節整復』
佐野支部　浅野賢二

　「捻挫をすると癖になる」と耳にするように、捻挫後に足部に緩みを残してしまうと、
不安定で再負傷しやすくなると考えられる。足部の構造を見直し、捻挫後の足根骨間の
緩みを関節整復することで、本来の足関節の安定性を獲得し、「癖」になりにくい施術を
行っているので報告する。

第２発表『ごく稀に遭遇するCRPS（複合性局所疼痛症候群）の一症例』
足利支部　萩原康司

　柔道整復師が日常の施術の中で目にする外傷は捻挫や打撲が多いが、昨年９月、左手
指の疼痛を発端とした CRPS 患者に遭遇した。
　今回、患者から９か月間に渡り、経過を聞き取ることができたため、ひとつの症例と
して柔道整復師の視点から報告する。

第１発表『伸縮性テープによる外傷・障害予防を目指して
　　　―足底アーチへのテーピングがしゃがみ込み動作へ与える影響―』

帝京大学　医療技術学部　柔道整復学科　鈴木美空・江田光汰・東　文博

　しゃがみ込み動作ができない人は、できる人に比べてスポーツ障害の発生率が上がる
ことが知られている。今回、足底にテープを貼付け、アーチサポートをすることにより、
しゃがみこみ動作に影響を与えるかを調査した。

10 月 22 日（日）午前 9：10 ～ 12：50日　時 帝京大学宇都宮キャンパス場　所

〈学術講演会講師〉　獨協医科大学整形外科講師　瓜 田　 淳 先生

〈専門分野〉肩・肘関節外科・スポーツ整形外科
〈所属学会〉日本整形外科学会　専門医

日本肩関節学会・日本肘関節学会・日本膝関節学会・日本スポーツ整形外科学会
米国整形外科学会（International member）・米国肩肘学会（Corresponding member）

研究論文要旨研究論文要旨

第４発表『頚部痛に対する毛様体筋へのアプローチ』
鹿沼支部　藤原啓一

　当院において、頚部の不調を訴える患者が増加傾向にあり、その多くがパソコンやス
マートフォンを日常的に使用しており、目の不調を感じていた。
　そこで、目と頚部との関係性に着目し施術を行ったところ、良好な結果が得られたの
で報告する。
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第５発表『�伝統的な粘土湿布の効果と安全性の検証』
小山支部　木下永人

　伝統的に柔整師が使用している「粘土湿布」には、ほかに類を見ない優れた効能があ
る。しかしながら、私自身は知識不足と改善点を感じ、粘土鉱物学とクレイセラピー（粘
土療法）を参考に、その秀逸さについて考察・検証したので報告する。

第６発表『�頸部捻挫に対する症例報告　～ネオテクトロンを用いた
疼痛緩和について～』

那須支部　村上直也

　頸部は可動域が大きく、その支持組織が相対的に弱いため捻挫を起こしやすく、私た
ち柔道整復師がたびたび遭遇する外傷の一つである。頸部捻挫により疼痛、運動制限の
症状を呈した患者に対し、当院で使用しているネオテクトロンを用いたところ、良好な
結果が得られたので報告する。

第７発表『�男体山登拝祭登山救護の実態調査及びアウトドアアクティ
ビティの柔道整復師の役割』

宇都宮支部　刈屋　翼

　近年、登山やキャンプ、冬季の雪山バックカントリー、トレイルランニングといったア
ウトドアアクティビティが人気となっているかたわら、活動中における外傷や遭難救護の
発生が社会的に大きな問題となっている。私も登山・キャンプ・バックカントリー・山林
伐採など山での活動が多く、外傷や体調不良を起こす者と出会うことがある。特に高齢者
の外傷などが多く、柔道整復師としてこれらの救護問題に貢献できないかと考えた。

第８発表『�ソマニスクが外傷、障害等に及ぼす効果について』
宇都宮支部　村上直亮

　ソマニスクとは、マイクロコーンと呼ばれる特殊な微細突起による刺激で、痛みを緩
和するメディカルパッチである。神経科学と皮膚科学に基づき設計されたマイクロコー
ンによる皮膚刺激が、外傷などにどのような効果を及ぼすかを考察したので発表する。

第９発表『�接遇マナーで安心して来院できる整骨院の環境作り』
栃木支部　中村佑一郎

　患者が安心して来院できる環境作りとして、接遇マナーを取り入れることが望ましい。
接遇マナーには五つの原則があり、マナーは実際にコミュニケーションをとる接客業で
も求められる。
　今回は接遇とはどういったものか解説しつつまとめていこうと思う。
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柔整師にしかできないこと

　鈴木忠夫保険兼介護保険部長は

「栃木県柔道整復師会と介護保険の

関わりについて」と題し、柔整師に

対する介護関係者の認知度の低さと

認知度向上に向けた対策、往療によ

る居宅での外傷施術・機能訓練など、

当会の取り組みを発表した。

　がん患者などの在宅医療を基に、『「最後は家で穏やか

に…」在宅医と cure と care』を発表した帝京平成大学

講師・秋田大学大学院非常勤講師の森川由基先生は「病

的骨折において根本治療はできなく

とも、骨折である限り、柔整師の固

定技術は有効であろうし、在宅療養

中の転倒事故などによる外傷に対し

て即座に対応できる」と述べ、医師

が診療に専念するためにも、柔整師

の存在と必要性を日本整形外科学会でも啓蒙していると

した。

　そして、今後は「在宅における柔整師の機能訓練がど

れだけ運動機能向上維持に効果を示すのか、検証してい

くことが必要」と付け加え、往療による在宅施術を推進

する当会の取り組みと合致する発表となった。

　また、これらの患者とその家族に

は心のケアも重要となる。帝京大学・

帝京平成大学非常勤講師の森川梢先

生は、『痛みとこころ、柔道整復師に

必要なメンタルヘルス』の発表の中

で「体の治療だけでなく、その背景

に隠されている心の不調に気付き、心身ともに改善を目

指す柔整師となってほしい」と述べ、『ゲートキーパー』

としての役割にも期待を寄せた。

柔整師の能力を知ってもらう

　このように、多職種と比較しても

在宅医療・介護予防での柔整師の医

療資源としてのポテンシャルは高

く、期待の持てるものと考えられる

が、なぜ認知されていないのか。

　介護予防・日常生活支援総合事業

（以下、総合事業）への参入の妨げになっている要因に

ついて、帝京大学柔道整復学科長の安田秀喜先生から「超

高齢化社会における柔道整復師のあり方についての一提

言」として発表があった。

　この研究は、県内全市町総合事業担当部署に対し、柔

整師の総合事業参入について質問表調査を行ったもの

で、17 市町中 5市町については「参入に前向き」の回

答を得られたが、ほかは「どちらとも言えない」が大多

数を占めたそうだ。

　さらに、意見・感想では「柔整師が具体的にどのよう

な参入ができるのかわからない」といった回答のほか、

「柔整師が接（整）骨院に勤務しているという認識がな

かった」といった驚きの回答まであったという。

　この調査から、やはり柔整師の認知度の改善は重要な

課題で「市町の総合事業担当者に、柔整師の能力を深く

認識してもらうことが必要だ」とした。

　そのうえで、柔整師に対しては「他医療団体が参加す

る学会（日本社会医療学会など）での発表」や、柔整師

と社会とのかかわりを研究する「社会科学的研究」、そ

して当会に対しては「自治体関係者の認知度向上」、「老

年医学に関する学術講演の企画」など対策案を提言した。

　医療資源として自分たちの役割を確立し、業界の経済

回復につなげるには、大学での研究、実践、教育はやは

り必要だろう。

　私たちも業界再建の糸口となる提言を受けたからに

は、大学と手を携え、その実現に向けての行動を前向き

に検討する必要がありそうだ。

広報部　小野塚和史

　８月 20 日、帝京大学宇都宮キャンパスにおいて、第 13 回柔道整復学豊郷台シンポジウムならびに第 12 回帝京
大学・（公社）栃木県柔道整復師会ジョイントシンポジウムが「高齢化社会に向けた柔道整復師に必要な知識とス
キル」をテーマに開催された。

むしろ柔整師は使い勝手
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がっているが、この角度が20度以上のものを外反母趾
とする。
ｃ．筋、腱障害
●アキレス腱炎
　過度なスポーツなどによる負荷が原因でアキレス腱に
炎症が生じる。
●踵骨後滑液包炎
　アキレス腱と踵骨の間にあるクッションの役割をする
滑液包の炎症。
ｄ．神経、筋疾患
●筋ジストロフィー
　骨格筋の壊死 ・再生を主病変とする遺伝性筋疾患の
総称。筋肉の機能に不可欠なタンパク質の遺伝子に変異
が生じたために起きる病気。
●Charcot marie tooth病
　下腿と足の筋萎縮と感覚障害を特徴とし、進行すると
上肢や手にも障害を生じる神経原性筋萎縮末梢神経障
害。
②知覚障害あり
ａ．絞扼性神経障害
●足根管症候群
　脛骨神経は、内果下方を通って、足底から足趾に向か
う。内果下方では、屈筋支帯による狭いトンネルに、神
経と動脈・静脈が一緒に走っているため、神経が傷みや
すい。骨折、捻挫などが原因となることもある。足底の
しびれ・痛みなどが症状。
ｂ．脊髄小脳疾患
●フリードライヒ運動失調症
　歩行困難、感覚鈍麻、言語障害などの症状を引き起こ
す遺伝性疾患、症状が出始めるのは５歳から15歳の間。

（２）他動的な可動域制限なし
①知覚障害なし
ａ．脊髄疾患
●筋委縮性側索硬化症（ALS）
　神経（運動ニューロン）の障害によって、手足・の
ど・舌の筋肉や呼吸に必要な筋肉が徐々に萎縮し筋力が
低下していく病気。
②知覚障害あり
ｂ．脊椎疾患
●椎間板ヘルニア
　椎間板の線維輪が破綻して、髄核を伴って突出する。
突出した椎間板が神経の圧迫や炎症を起こし神経症状が
発症する。

学術部　髙橋秀典

❖外傷既往のない足関節・足趾の可動域制限
１．亜急性、慢性症状
（１）他動的な可動域制限あり
①知覚障害なし
ａ．先天性疾患
●先天性内反足　　
　先天性の足の内反変形。単に「内反足」と呼称される
こともある。治療をせずに放置すると歩行に支障が生じ
ることがある。
●アルトログリポーシス（先天性多発性関節拘縮症）
　先天的な関節可動制限を含むさまざまな病態を指す。
子宮の形態異常や羊水不足・母体の病気・胎児の遺伝性
疾患など、子宮内運動を妨げる状態は原因となり得る。
治療は関節の徒手整復とギプス固定。手術が必要な場合
もある。
●足根骨癒合症
　先天的に２個以上の足根骨が部分的、または完全に癒
合することにより、痛みなどの症状を認める疾患。成長
期に、スポーツ活動や外傷で発覚することが大多数で、
①距骨・踵骨間 ②踵骨・舟状骨間 ③舟状骨・第１楔状
骨間の順に多い。
ｂ．後天性疾患
●偏平足
　足のアーチ構造が潰れて足の裏が平らになった状態。
幼児期にみられる扁平足は足関節周りの靱帯が緩むこと
が主な原因。成人になってから発症する扁平足は加齢に
よる靱帯の変性や体重の負荷などで靱帯が切れることが
原因となる。成長期では上記の足根骨癒合症との合併が
あり注意が必要。
●凹足
　足の縦アーチが極端に上がりすぎていて甲高になって
いる状態のこと（ハイアーチ）。単なる足の変形だけで
なく筋ジストロフィーにもみられる症状。
●強剛拇趾
　母趾MTP関節の変形性関節症によって生じる疾患。関
節内部へのダメージが大きい。
●外反母趾
　母趾の関節は通常、外側の第二趾のほうに沿って曲

Vol.191
主訴探傷～主訴からの施術判断
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　登拝祭の救護ボランティアに参加するのは 4年ぶり

ということもあり、忘れ物はないかと何度も確認して出

発。日光市内で今回の救護メンバー、刈屋翼会員（宇）・

鈴木強会員（栃）・阿部洋志会員（鹿）らと合流し現地

へ向かいました。

　私たちのボランティア活動は、社務所（阿部）、４合目

（大下）、７合目（鈴木）、頂上（刈屋）の４グループに分

かれて、日赤のメンバーと登山者の救護活動を行います。

各救護所へは車で移動し、テントを建てるなどの準備を

します。頂上のメンバーだけは、7合目から歩いて行か

なければなりません。

　柔整師が担当する救護

はテーピングや包帯固定

など、要救護者の応急処

置ですが、山では気候に

より体調を崩したり、雨

で滑るなどと状況は大き

く変化します。通常の救

護との違いは「無理と判断したら登山者に下山を促し、

必要に応じて搬送の要請をする」ことです。躊躇せず、

未然に重大事故を防がなければなりません。

　今回は天候が悪く参加者が少なかったため、軽傷者が

数人のみでしたが、私が今までの登拝祭救護で印象に残

る負傷者は、雨に濡れながら 7合目まで登ってきた年輩

のご婦人で、全身痙攣を起こし歩けない状態でした。運

悪く、負傷者を搬送する自衛隊の車は出たばかりで、戻

るまでには 30 分以上かかります。深夜でかなり冷え込

み、それまでは負傷者を毛布に包み、私はひたすらマッ

サージを続けました。なんとか改善して下山できました

が、自分の無力感、勉強不足を思い知らされました。

　また、膝が悪い 60 代の男性にテーピングをすると非

常に喜ばれ、治療の際は「接骨院に行く」と言ってくれ

ました。

　年に一度だけの活動ですが、一緒に男体山の救護活動

に参加していただける会員が増えることを願っていま

す。一緒に男体山で救護活動しませんか！

塩谷支部　大下元司

４年ぶりの神の山　初心にかえり

7／31～8／1 男体山登拝講社大祭救護活動

　負傷名は、依頼を受けた医師からの診断名

を使用してください。

　施術録に医療機関名、医師名、依頼日を記

載し、申請書にも毎月転記してください。算定は初検料

のほかは、後療料からとなりますのでご注意ください。

　最近は「医科との併給」の返戻が増えていますので、

医師からの報告書、依頼書などがあれば添付してくださ

い。また、医師から依頼を受けた場合は、お礼状または

経過報告書などを送付すると良いでしょう。

　マイナポータルのアプリから確認ができま

す。

　マイナンバーカード利用者のパスワード数

字４桁を入力し、スマートフォンをカードに乗せて読み

取り開始ボタンを押せばログインできます。パソコンで

はQRコードからでもログインできます。

　スマートフォンがない場合は、マイナンバーカードに

対応した IC カードリーダーが必要になりますので注意

してください。マイナポータルのアプリからログインす

る際には個人情報が多々ありますので、扱いには患者さ

んとよく相談したうえで行ってください。わからない点

に関しては、事務局に問い合わせをしてください。

　病院から鎖骨脱臼の後療の依頼を受けま

した。負傷名はどのようにしたらよいで

しょうか？

　マイナンバーカードを持参した患者さん

が来院しました。接・整骨院では対応でき

ませんが、どうしたらよいでしょうか？
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　当会館において、とちのきクリニック所長須田利樹医

師と塚原剛理事を講師に「災害時の医療救護活動研修会」

が 8月 19 日に開かれた。

　大規模災害時などでは、一度に多数の傷病者が発生し、

医療機関も被災すれば人的・物的医療資源が枯渇するこ

とは必至だ。

　須田医師は、災害現場で限

りある医療資源を有効活用

し、効率的な医療活動をする

ために何が行われているのか

「災害時の救護所の管理」と

題し説明した。

　救護所は、傷病者を円滑に

災害拠点病院へと搬送するこ

とが目的であり、多くの命を救うために傷病者の選別

（Triage）と治療（Treatment）・搬送（Transport）の順

位を決定する役割を持つ。

　しかし、これらの活動を円滑に行うためには、活動

全般をマネジメントするロジスティシャン（事務担当

者）の存在が不可欠であり、何よりも先に指揮・統

制（Command&Control）、安全（Safety）、情報伝達

（Communication）、評価（Assessment）の確立が重要

となる。これら「CSCATTT」が災害対応の基本原則となっ

ている。（栃木県災害医療体制運用マニュアル：https://

www.pref.tochigi.lg.jp 参照）　

　塚原理事からは「災害時

…私たちは何をすべきなの

か？」として、トリアージに

よって緑タグ（軽症者）となっ

た傷病者を柔整師が受け持つ

ことで、人的医療資源を確保

する手助けになるとした。

　さらに、日赤でも重要視す

る、被災者の「心のケア」も柔整師が十分対応できる役

割であると付け加えた。

　石井総務部長は、災害救護・一般救護・地域包括ケア

を事業の柱として「そのための『柔道整復師研修事業』

を積極的に続けていく」としている。どの柱にも柔整師

が有用な医療資源の一人として求められるように、この

取り組みに期待したい。

広報部　小野塚和史

すべきことの実現へ向けて
　

第234走者　
宇都宮支部

　川中子大
介

あの頃の思い出、再び…。

　私は高校時代、小学生から始め

た野球に明け暮れる日々を過ごし

ていました。そのおかげでいろい

ろな経験をし、多くの人と出会う

ことができました。私が柔道整復

師になるきっかけを与えてくれたのも野球でした。

　高校２年の秋に膝を故障し、残りの 1年間はベ

ンチメンバーを目標に懸命に練習していたことを

今でも鮮明に覚えています。残念ながら最後の夏は

ベンチメンバーから外れ、選手のサポートをするこ

とになりましたが、この経験をきっかけに、私が味

わった「悔しい思い」をする選手を一人でも減らす

ことができたらと思い、柔道整復師への道を歩み始

めました。 

　毎年注目している夏の高校野球ですが、今年は私

にとって、初心を思い出す大切な大会となりました。

　小学生の頃からケガをすると通院してくれている

高校球児のＮ君。彼はピッチャーですが、６月に肩

を痛め、まったく投げられない状態になりました。

あの頃の私と境遇が重な

り、「彼に試合で投げさせ

てあげたい」との思いで施

術した結果、なんとか大会

に間に合い、初戦に先発す

ることになりました。もちろん、彼の晴れ舞台なの

で応援に駆けつけました。

　試合は１点差で勝利！嬉しい気持ちと心地よい

達成感を感じました。その道すがら、かつて感じた

「柔道整復師になるきっかけ」をふと思い出し、こ

の仕事のやりがいも再認識することができました。

こんな気持ちにさせてくれたＮ君との出会いに感

謝をしながら、また彼のようなケガに悩む選手の力

になるために日々精進していきたいと思います。

次回は小山支部にバトンタッチです。
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2023（令和５年）  

行事予定
※とちのきクリニック
　の受付は ９：30〜
　11：30です

（変更や追加などはホームページをご覧ください） 

会員数

　令和５年９月１日現在
　　会員数　　　　　 　　　370名
　　　　　　　 研修柔道整復師　　  7名 
　　施術所数　　　　 　　　352院 

会員の異動状況報告

・宇柔整248　菊地　孝郎　宇都宮桜通り整骨院
　〒３２０－００４１ 宇都宮市松原２－２－４３
 ☎０２８－６22－2251 令和５年９月１日　入会

10月

11月

１日㈰ 10:00 とちのきクリニック 須田医師・岡本・舘・髙橋・小林

８日㈰ 療養費支給申請書必着日
１２日㈭ 20:00 とちのき11月号編集会議 小森・小野塚・手塚

１３日㈮ 20:30 理事会 ［当会館］

１５日㈰ 第28回栃柔整チャリティゴルフ大会 ［矢板CC］
10:00 とちのきクリニック 飯島医師・高野・大芦・大木

１７日㈫ 20:30 予備点検 ［当会館］理事・監事・支部長

20日㈮ 20:00 とちのき校正会議 小森・手塚・植木

２２日㈰  9:10 第33回支部代表者研究論文発表会 ［帝京大学］

11:00 第91回学術講演会 ［帝京大学］

24日㈫ 14:00 労災審査 ［当会館］

20:30 IT委員会 ［当会館］小森・舘

25日㈬ 10:00 国保審査会 ［国保連合会902号室］

27日㈮ 10:00 協会けんぽ審査会 ［パルティ］

５日㈰ 10:00 とちのきクリニック 須田医師・高野・舘・小林

８日㈬ 療養費支給申請書必着日
１３日㈪ 20:00 とちのき12月号編集会議 小森・植木・藤田

１５日㈬ 20:30 理事会 ［当会館］

１６日㈭ 20:30 予備点検 ［当会館］理事・監事・支部長

１９日㈰ 日整全国少年柔道大会・形競技会・高段者大会 ［講道館］

10:00 とちのきクリニック 飯島医師・岡本・直江・大木　

20日㈪ 20:00 とちのき校正会議 小森・藤田・手塚

２１日㈫ 14:00 労災審査 ［当会館］

２４日㈮ 10:00 国保審査会 ［国保連合会902号室］

協会けんぽ審査会 ［パルティ］

２８日㈫ 20:30 IT委員会 ［当会館］小森・植木
編 集 後 記

《 当会 HP「やって Me ためして Me」の番外編 》
　最近、カラスのやんちゃが過ぎる。生ゴミ漁りだ
けならまだしも、当院の駐車場にピーマンやら何や
らを投下していく。ムカついて YouTube で天敵「鷹」
の鳴き声を検索。ゴミ置き場のカラスどもに最大音
量で流してみた。「ピャ～～～！」甲高い声が響く。
え？「小島よしお」かって？　あれは「ぴ～や～」。
よしおではカラスに勝てん！
　で、カラスは？　あ、おらんようになった…。

「当会会員ページ」の本編もぜひ見てくださいね。
Onzk

①支部名　②生年月日　③施術所名
④施術所住所　⑤TEL　⑥出身校
⑦入会年月日　⑧趣味　⑨抱負

①宇都宮支部　②昭和47年10月９日
③宇都宮桜通り整骨院
④宇都宮市松原２－２－４３
⑤０２８－６２２－２２５１　⑥東京医療専門学校
⑦令和５年９月１日　⑧ゴルフ
⑨これからも地域医療の向上に努めていきたい。

菊地　孝郎 きくち　たかお

白旗を上げたら二度と愚痴るまい
扇風機マジでご苦労様でした
挫けまい夢の続きが見たいから

塩谷支部　舩橋 仁和

　保険証のマイナンバーカード移行は来年4月から実施
される予定。接・整骨院でもカードリーダーとスマホや
タブレット（PC）が必須となる。これらの機器は個人
情報保護のため個人的な使用は禁止、読み取ったデータ
をレセコンに転記することになる。

　購入には補助金が出るらしいが、国が勝手に決めた施
策なのだから必要な機器は国が無償配布するのが道理で
はないか？

還暦ほねつぎの独り言
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